
１．大会全体の概要
標記の大会が 年 月 ～ 日にポル

トガルの首都リスボンで開催された。国際統
計協会（ ：以
下 ）による大会の長い歴史の中でポルト
ガルが開催地となるのは初めてであった。大
会組織委員長の歓迎挨拶によれば，今大会に
は カ国から約 千人の参加者があり，発
表数は 以上であった。会場はリスボン
市街中心からテージョ川に沿って河口に向か
い， 年の革命の日付にちなんで名付け
られた 月 日橋を少し過ぎた位置にあるリ
スボン会議センター（

）であった。 日の ： から第
講堂にて大会開会式が，続けて第 ホール
にて歓迎式が行われた。開会式では，大会組
織委員長 氏， 会長
氏をはじめ，ポルトガル大統領

氏等から挨拶が述べられ同時通
訳もされた。これらの挨拶に続いて，若手注
目歌手の さんによる （ポルトガ
ルの代表的な民族歌謡），リスボン工科大学
の学生による （学生によるポルトガル
の伝統的なミュージカル）が参加者を大いに
もてなしてくれた。大会組織委員会が大会期
間中に発行した ニュースによれば開会式
には約 千人が出席した。 ～ 日に各種分
科会が開かれた（ただし 日午後と 日は
休み）。 日夜の歓迎夕食会と 日夜のお別
れパーティーがテージョ川に面した国際公園

（ ）内にある施設で盛大に
行われた。経済統計学会からの参加者は筆者
が把握した限りでは，発表参加が泉弘志・李
潔（共同報告），張南，杉橋やよい，筆者，
非発表参加者が藤井輝明の各会員であった。

２．分科会の概要
分科会の種類には招待形式（

）と自由参加形式（
）があり， は主に

の下部組織である つの部会や各種委員
会によって企画・準備され， は大会組
織委員会によって予め用意されたテーマ（計
テーマ）に参加者の誰もがエントリー（最

大 人 発表）して発表できる機会を与えて
いる。なお， の形式には口頭発表とポ
スター発表があり，また口頭発表では任意の
テーマで 人以上の発表者を組織すれば特別
分科会（

）を設置する道が大会参加者に
開かれている。分科会の数は，大会受付の際
に配布された最新のプログラム（

）によれば， が ，
が ， が であった。各分科会に提出
された発表論文（各分科会で提出が求められ
る論文の最大分量は サイズで が 枚，

と が 枚）の数は， 年発行
の （ ）によると，
が ， が ， の口頭発表

が ， のポスター発表が で，合計
で 近くにものぼる。 日の時間割は，
平 日 に は つ の 時 間 帯（ ： ～ ： ，
： ～ ： ， ： ～ ： ）， 日に
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は つの時間帯（ ： ～ ： ， ： ～
： ）が設定され，それぞれの時間帯に大
小 の発表会場が設けられ，各種分科会が
並行して開催された。人当たりの発表時間は，
が ～ 分， が 分（質疑応答の

時間をふくむ）である。 には討論者によ
る発表とフロアーとの質疑応答が設定されて
おり，前者には 人約 分，後者には 分
から分科会によっては 時間近くをとってい
る場合もある。以上の通常開催される分科会
のほかに，今大会の開催地と開催年に関連し
て開かれた分科会（ ：地震・津波の統
計的モデル分析－ 年リスボン大地震と
の関わりで， ：ポルトガルの合計
特殊出生率－政府統計を使った新しい方法論，

：カール・ピアソン生誕 周年，等）
や， つの特別公開分科会（ の専門家にお
ける倫理規定，グローバルな統計的インフラ
ストラクチャー）が開催された。

３．いくつかの分科会の紹介と感想
と ともに取り上げている分科会

のテーマは様々である。すべての分科会の
テーマ一覧および各分科会に提出された発表
の論文は リスボン大会の公式ウェブサイト
（ ）
に公開されている。筆者は主に政府および国
際統計にかかわる と に参加した
ので，その中で特に印象に残ったものについ
てだけ簡単に紹介する。
「国際統計基準を更新する：それはうまく
機能するか？」（ 日 ）は， 人の報
告者と 名の討論者から構成された。第 報
告者の 氏（米国商務省経済分析局）
からは経済統計，特に国民経済計算体系
（ ）の 年公表予定の改訂内容および
その問題点について発表があった。第 報告
者の 氏（オーストラリア統計局）か
らは社会統計における国際基準の不足と政策
立案者の要請に応えられる国際基準の必要性

が述べられた。第 報告者の 氏（国連
統計部）からは国際標準産業分類の第 次改
訂（ ）の内容と課題について説明
があった。つづけて第 討論者の 氏
（スイス統計局）からは 報告に対して

統計局（ ）が作成している社会指
標をどう評価しているのか，国際基準づくり
の主体として国連統計部がありうるか等の質
問が提出された。第 討論者の 氏
（現米国センサス局・元国連統計部長）から
は国際基準の更新と普及において鍵となるの
はその基準が諸政策と直結しているかどうか
であり，その意味では経済・社会統計に関わ
る最新版の統計基準の普及は容易ではないこ
と等が指摘された。フロアーからはコメント
が続出し規定の時間よりも 分延長するほ
どであった。その中で印象に残ったのは，国
際基準の作成と普及について比較的悲観的な
見解が報告者や討論者から出されたことに対
して，国際機関による長い歴史の蓄積によっ
て現在の国際基準が築き上げられてきたこと
がもっと重視されるべきではないかという

氏（現国連統計部長）の発言であった。
「統計，知識，政策：これらをどうつなげ
るのか？」（ 日 ）は， 人の基調報
告に対して 人の討論者を配し，さらにフロー
からの討論に 時間近くを充てた分科会で
あった。この分科会は が 年と

年に開催してきた「統計，知識，政策
についての 世界フォーラム」に焦点を
あてて企画されたことが座長の 氏
（ 主任統計官）から説明された。基調
報告をした 氏（ ）は， 年フォー
ラムに参加した世界各国の政治・経済・

等の重要人物のインタビューを 分程
度にまとめた動画を上映した上で， に
代る，社会の前進（ ）を
測る指標を開発し，社会の状態をより良く理
解し，これに基づいて意思決定をすることが
すべてのレベル（政策立案者や企業や市民）
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にとって重要であると強調した。フロアーか
らはいくつか手厳しい指摘があった。例えば，
このフォーラムが ， 年代のいわゆる
「社会指標運動」の失敗の教訓から何を学ん
でいるのか，「前進」を測る指標が総花化し
はしないか，等の疑義が提出された。最後に
座長もさらなる議論の必要性を認め，次期
フォーラムがソウルで 年に開催予定で
あることが告知された。
「データの品質評価：道具と経験」（ 日

）では 人の報告者のうち つの報
告に興味をもった。第 報告者の 氏（ス
ウェーデン統計局）は「データの品質を評価
する方法および道具についてのハンドブッ
ク」の最終版について説明した。このハンド
ブックは，これまで が主導してきた，
における統計の品質向上のための理念や

方法が整理されている点で，今後，注目すべ
き文献になるであろうという印象を受けた。
第 報告者の 氏（ベルリン・ブルン
デンブルク州統計局長）からは最新版の

の紹介と，統計の品質評価へのそ
の適用可能性について説明があった。これに
対するフロアーからのコメントの つとして，

の認証を受けることは組織改善の
きっかけにはなるが，継続的な改善には別の
手立てが必要ではないかという意見が出され
た。第 報告の 氏（ ）からは
における統計の品質改善の取り組みの

つである，個別統計調査の実施責任者による
自己点検プログラム（ ）の実施状況が
紹介された。 による点検が多くの国内
機関で既に実施されてきたことは筆者も承知
していたが，最近の動向として，国連統計部・
統計活動調整委員会（ ）との協働で国
際統計機関にも適用できる点検表が開発され
ようとしていることを新たに知った。第 報
告の 氏（スペイン統計局）からは，上
述の が開発した点検表に基づいて，
スペイン統計局が実施する主要統計調査を評

価した経験が報告された。スペイン統計局で
は品質活動は始まったばかりであるとしなが
らも，今回の点検結果を統計利用者のための
手引きにまとめて今年の 月に公表する予
定であることがフロアーからの質疑応答の中
で述べられた。
「生活時間の測定および研究」（ 日

）では 人の報告者のうち つの報
告が特に興味深かった。 つは 氏（オッ
クスフォード大学）による英国における生活
時間の地域比較である。都市と地方の定義を
単純な人口密度だけによるのではなく，居住
地域形態（ ）を加えた新しい
定義（人口集中都市，都市周辺地域，村落，
孤立した集落）に基づいて，行動時間にかな
りの差が各地域によって見られることが示さ
れた。もう つは 氏（カナダ統計局）
による「良い生活時間（
）」指標の研究である。幸福（ －
）あるいは社会の前進を測る概念が健康，

収入，余暇時間の つの分野から構成される
と仮定し，各分野の指標を定義し，年齢階級
別に 指標ともに基準値を上回る人の割合を
算出している。この研究は，カナダ統計局に
よる各分野のミクロデータを統計的にマッチ
ング（ ）させることで可能
になっている。幸福の概念化，指標の選択，
基準値の設定などに多くの議論の余地がある
ことに報告者も言及していたが，非常に意欲
的な研究であると筆者は感じた。

４．次期ISI大会
第 回大会は 年 月 ～ 日に南ア

フリカ共和国のダーバン市で開催される予定
である。今回の大会期間中（ 日夜）に，
次期大会の組織委員長，ダーバン市長，在ポ
ルトガル南アフリカ共和国大使を迎えて盛大
なカクテル・パーティーが行われ， 年後の
大会が大きくアピールされた。経済統計学会
から多くの会員が参加されることを望みたい。


